
 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

おはようございます。（全般モニター使用）７番宮本の一般質問を始めさせていただきます。 

本日もたくさん項目を出しておりますので、さっそく質問に入らさせていただきます。はい、

１番教育行政について、２番市施設の改築について、３まちづくりについて、４下水道につい

て、です。 

その１番、教育行政についてですが、ちょっと説明のために質問席に移動させていただきま

す。（笑い声）（発言する者あり） 

はい、学校の改築の１番目ですけども、武雄小学校の、まず最初の車道の改良、体育館のカ

ラー塗装、児童クラブはどこに、ということで質問していきます。 

まずはですね、車道の件ですけども、私ずっと前から言ってますように、体育館がこっちに

できるということで、そうなればほとんど最近は八並、川良の生徒が多いし、保護者も多いっ

ちゅうことになりますので、この道というですかね、結局上のほうから来て、こう体育館に行

かれるだろうと。だから圧倒的に利用者はこっちが多いので、ここを広く２車線ぐらいにして

ですね、行き違いができて、子どもも歩いて安全に行けるようにしてほしいということで言っ

ておりました。 

そしたら一番最初は、いや、こっちにこう来らせて、ここに来らせて、駐車場に来らせて上

がらせるから、こっちは特に不要だというようなことを言われておりまして、ああそうかなと。

前回の質問で、そしたらここの１回校門のところに、下に降りて上がるんじゃなくて、この上

のほうへ行ったら、というような提案をしていたら、部長の答弁で、いやこっちにはもう車は

通さないちゅうことだったからですよ。だからもう、ちょっと質問をやめて、ちょっと今回に

まわしたわけですけども。 

本当にこっちに車を通さないで、こっちを通すとするならば、こう上のほうも通っていかな

くちゃいけないと思うんですけども、下の校門のほうに行かないようになったのか、もう一度

確認のために質問します。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 

さきの議会でお答えしたとおりでございます。（笑い声）（発言する者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

ということでは、もうこっちの道は車道はないということで、体育館に行くためには、もう

下の市道のほうに出てきて、こっちから入るしかないということになるわけだからですよ。や

っぱりここの道路というですかね。これはちょっと前の写真ですけども、ここのところを広げ

んといかんように思いますけども、それについてどう思われますか。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 



 

考えておりません。（笑い声）（発言する者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

できれば保護者の要望とか聞いてですね、安全な形にしていただきたいと思います。 

はい、続いてです。新体育館のカラー塗装の件です。 

新校舎が今できているんですけども、アクセントのカラーの塗装の配色が海老茶色というか

ね、赤さび色というんですかね、そういうふうなことになっておりますので、もっと明るい色

にできんかなということで、もう今の校舎をですね、校舎をちょっとこう、いじくるのは難し

いと思いますので、今度ここのところにできる体育館のアクセントカラーちゅうのを、もうち

ょっとパステルカラーとかですね。その今、福祉施設だって、こう明るつくってありますよね。

だからそういうふうにできないのかお聞きします。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 

外壁の色等につきましては、学校の関係者を初めとしてですね、話し合いをした上で決定を

いたして、現在塗っている色にしているということでございますので、御理解をお願いしたい

と思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

宮本議員、モニターを使って説明をする場合ですよ、あーとかこうとかの、あれではなくし

て、東側から西側とかですね、そうしてください。議事録に残すとき、あーとかこうでは……

（笑い声）ちょっとなかなか議事録残しにくい点がございます。 

〔７番「わかりました」〕 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

そしたら、その色は建設委員会で決められたちゅうことですか。（発言する者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 

先ほど、建設委員会ということは私申し上げておりません。（笑い声）関係者で話し合って決

めているということを申し上げました。（笑い声）（発言する者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

静かに、静かに。７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕  

関係者っちゅうのは、誰と誰ですか。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 



 

学校の関係者、それから建設を、設計をしていただいた方ですね。そういった方、それから

私ども教育委員会、それから市長部局とも相談をしながらですね、決めているということでご

ざいます。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

そしたら、そちらのほうに今度はですね、働きかけていきたいと思います。（笑い声）（発言

する者あり） 

次にですね、武雄小学校で、もう校舎も完成し仮校舎からもう引越もしております。 

そこで以前はですね、児童クラブは、前は武雄小学校も分離して空き部屋がたくさんあって

ですね、そこを利用していたと思うんですけども、今度はどういうふうにするのかと。以前聞

いたら、学校の施設も使うっていうようなことも、なんか国は進めていると言われますけども、

それは本当に場所のない都会の話でですね。 

やはり、つくるとするならば今度の６年までの拡大を見据えてですね、御船が丘みたいな専

用施設をつくるべきじゃないかなというふうに思いますけども。 

もうちょっと遅いのかもしれませんけども、結局どこにつくるのかお教えください。 

○議長（杉原豊喜君） 

蒲原こども部長 

○蒲原こども部長〔登壇〕 

方針は、今までどおり体育館等のミーティングルーム、また学校施設を活用するということ

で。今回ですね、新体育館が使用できるようになるまで、学校の特別教室を使わせていただく

ということにしております。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

今の話では、新体育館ができるまで特別教室。新体育館になれば、新体育館の入口付近とい

うような格好になって、そこが２部屋つくられて、そこに入るようになるんですかね。 

○議長（杉原豊喜君） 

蒲原こども部長 

○蒲原こども部長〔登壇〕 

方針どおりということで体育館等の学校施設、または（「等」と呼ぶ者あり）はい。等の学校

施設を活用するということになると思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

その体育館等で６年まで拡大したときに、スペース的に間に合うと思われますか。（発言する

者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 



 

蒲原こども部長 

○蒲原こども部長〔登壇〕 

27 年度からの対象枠が広がるということでの御心配かと思いますけども、まだ今アンケート

をしております。いろんなそういう状況で、どれくらいのニーズっていいますか、利用が拡大

する必要があるのか、そういったことを十分見た上でですね、判断をしていきたいというふう

に思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

アンケートなんかをとってですね、できるだけ子育て支援になるようにお願いします。 

次、中学校のことですけども、１番が駐車場確保、テニスコートの拡大ということと、新体

育館の観客席、卓球場の整備っちゅうことです。 

まず１番目の駐車場の確保とテニスコートの４面化というのは、もう以前から言っておりま

すように、テニスコートの４面化。これは、この完成図ですね。テニスコートができるんです

けども、３面しかないと。それはやっぱり重箱堤を埋めて４面にして、両方でこう試合がうま

いとこ先に、トーナメントいくようにですね、したほうがいいんじゃないかな、というような

考えもありました。それで拡大したほうがいいと。 

それともう１つ、今回思ったのがですね、ここ体育館建ってますけども、建つまでここにま

だ体育館があるわけなんですよね。すると結局、工事車両が、まず、この武道場をしている間

は、ここで工事車両来ていいと思うんですけども。こっちもあって、こっちもつくっていると

き、こう足場つくって、こう前にせり出したらですね、もうほとんどもう駐車場がないように

なるんじゃないかなと思うわけですよね。 

それでその重箱堤の今、現状ですけども、重箱堤の水の入り口っちゅうですかね、この近く

にある、ここのマンホールみたいなやつから出るやつと、その横に流れている二系統あるんで

すもんね。それで多いのはこっちのほうが、小さいほうが多いんですよね、流量的には。そし

て、これが結局最後の流れ。こう小さいのがここで流れて、大きいのがこう流れるんですけど

も。 

結局は、この幅があれば大体その水の流れとしては済むのかなと。そして今、農業用水とし

ても利用されていないちゅうことだから、ここを埋め立ててですね、駐車場の確保とかせんと、

工事中もどうこうされんようになるっとじゃないかなというように思いますけども、その辺に

ついてお聞きします。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 

武雄中学校の体育館につきましては、27年度に改築を計画しているということでございまし

て、ため池のことにつきましては、検討課題の１つというふうに考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 



 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

よろしくお願いします。 

なんか前ですね、重箱堤のとこ埋めてと言われましたけども、私たちの小さい頃からすると、

この体育館ができたときにですね、もう、少し埋められたと思うんですよね。だからそういう

埋めてはいかんちゅうあれはないのかな、ちゅうふうに思います。 

次にですね、新体育館に観客席と卓球場の整備をということです。 

よそにちょっと試合の観戦行くとですね、下であっているやつを、こう手前のほうからこう

見るというですかね。そして、控えの選手もそこにおると。そこが、一番ぎりぎりのが卓球場

じゃないですけど、裏のは卓球をするところになっているということで、今武雄中学校ちゅう

のは、この給食室の跡ですかね。ここで卓球を、今はどうか知らんですけど、私が見たときは

してて、このドアを開けてこの後ろまで来て、こう打ってたりしたもんでですね。だから卓球

場の整備も必要だと思うんですよね。 

だからここの体育館のですね、よそもありますけども、ここのとこが、トイレとか何とかん

とこが中二階になっとって、そこに卓球場と観客席みたいなやつがあるんですけども、そのよ

うにしそうな話はあったんですけども、なんかはっきりしないので、ここでもう一度確認した

いと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 

設計につきましては、これからというところでございますので確定いたしておりません。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

これ、やりとりを聞いているんですけど、これ果たして一般質問の中身かなと思いましてね。 

これね、学校の、いわゆる個所付けの個所付けの話なんですよ。この問題が決して軽視でき

ないとか、そういう問題じゃないんですけれども、これそもそも、この話というのはね、学校

の何とか建設の委員会であったりとか、そういうレベルの話なんですよね。 

ですので、ちょっとこれなんていうんですかね、一般質問の品位そのものが下がるんじゃな

いかなと（笑い声）思って、私は非常に危惧をしています。 

もとより議員のね、権限にあたることです。一般質問というのは一番大きい話ですので、私

がそれについてどうこう言う必要はないんですけれども、いずれにしても、これはさすがに時

間の無駄だと思います。（笑い声） 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

私は、50年の１回のつくり替えだからですね、できるだけ知恵を集めてやるべきじゃないか

なと思います。 

はい、次にパソコンの導入の件です。 



 

今度、小学校のほうのタブレットの予算議案が出ておりましたので、小学校のほうは言えな

いかなっちゅうことで、中学校のが先ですけども、ちょっと言うことにしております。 

そして第一は、キーボード付きのタブレットが良いのではないかと。 

これは、高校のほうがそういうふうにするという前に、これ前回の質問のところにもしてた

んですけども、もともとの考えは、武雄中学校にあるデスクトップ型がパソコン室に 40台ぐら

いあるわけですよね。それもなんか切り替えんといかんという話を聞いたんですよ。いや、今

度タブレットをすっとに、それも切り替えんばいかんて。いやそこは二重手間ごたじゃなかで

すかねって。 

でもタブレットではキーボードのなかけん、技術家庭と調べ物っていいんさあけん、調べ物

がほとんどタブレットのほうにいったら、もう技術家庭でその機器の説明みたいなことになる

わけだから、それをまたまたずっと更新して、こっちはタブレットも更新しながらというふう

になるとですね、ちょっとあれかなと思って、前回タブレットがいいのじゃないだろうかとい

うのを、こう一応質問をつくっとって、時間なかったんですけども。そしたら、今度県立高校

もそういうようなことっちゅうことだったもんで。そしたら、慣れる意味でも中学校はキーボ

ード付きのほうがいいかな、というのが１点です。 

それと、持ち上がり配付が良いのではというのは、前、古川さんが言われたので、ちょっと

これは、あれとして。 

もう１つは、多分パソコンって５年ぐらい耐用年数あるのかなちゅうふうに思うんですけど

も。中学校で３年使って、あと何年か使える。１、２年。それを１年生に回すちゅうのもちょ

っといかんから、その残存価格で払い下げて、それを高校に行って５万円で買わなくていいよ

うにならんかなちゅうふうに思うんですけども、これについてお聞きします。 

○議長（杉原豊喜君） 

代田教育監 

○代田教育監〔登壇〕 

私のほうからは、まず１番のキーボード付きタブレットのほうがよいのではないかというこ

との御質問に対して、答弁させていただきます。 

中学校で導入するタブレット端末に関しても、小学校同様、タブレット端末導入選定委員会

がプロポーザルを受けて審査決定していく予定です。以上です。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 

払い下げをという御質問ですけれども、これにつきましてはですね、備品として市が購入を

するものと。この中には、有料のアプリケーション等も入っているということもございますの

で、払い下げる前提にですね、購入をするというものではないというふうに考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

もしよかったら、そのアプリケーションをはずして、どっちみち今度高校に行けば自宅のパ



 

ソコンを持ち込んでもいいと。アプリケーション代とか入れかえ代を払わんといかんちゅうこ

とだからですね、アプリケーションは置いていって、次のパソコンにインストールすればいい

のかなちゅうふうに思いますけど、その辺もひとつよろしく、できるだけ有効活用っていうん

ですかね、そういうような格好で持っていってただきたいと思います。 

次に３番目、北方幼稚園の民営化です。北方幼稚園の民営化話はずっとあるんですけども、

なかなか進んでいかないと。 

しかし、そうかといって人がたくさん増えないちゅうのは、３歳児を入れてないからかどう

か知りませんけども、増えないと。だからもうはっきりして、発展するようにやっていかんと

いかんかなというふうに思いますけども、その辺についてお聞きします。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 

幼稚園につきましては、子ども・子育て３法がですね、成立をして、27 年度から幼稚園の姿

も変わってくるんじゃないかなというふうに思っております。 

そういうことから、北方幼稚園については当面、現状のままでですね、存続をしていきたい

というふうに考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

３法に変わってもですよ、ほとんどその単独か、こども園かですよ、それのその重みが変わ

るだけでですよ、そう、なんか内容が大きく変わるもんじゃないですもんね。だから、なんか

そこまでそこまで、なんかいつもぎりぎりんとこまで、こう伸ばすというですかね、先にして

もいいんじゃないかな。 

もともと３法があろうがなかろうが、その民営化の話は、こういっていたわけだからですね、

その辺は、こうはっきりしていかないといけないと思います。 

続いて学校給食の件です。 

学校給食の件で、私も自分の昼飯の材料はスーパーに買いに行くんですけども、ラーメンを

よく食うせいか、ネギとか買うんですけども、98円が 198 円ぐらいなって、倍ぐらいになって

いるわけですよね。それで、ほかの果物もちょっと買おうかなと、結構高いとですよ。それで、

それがずっとこう続いてるですもんね。 

だからほかの人もそういうような感覚持ってて、給食費の上がったとやなかろうかと。この

まま野菜の上がるぎということですけども。 

この辺の対策についてどうしてあるかお聞きします。 

○議長（杉原豊喜君） 

浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

栄養士等のですね、努力によりまして、予算の範囲内で努力をしてもらっております。現在

のところ値上げする予定はございません。 



 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

それは何ですかね、野菜を、タマネギを、キャベツに変えると、そういうような、どういう

方法でそれをクリアしてあるんですか。 

○議長（杉原豊喜君） 

浦郷教育長（発言する者あり） 

○浦郷教育長〔登壇〕 

工夫はいろいろあろうかと思います。献立を変えてみたりですね、あるいはできるだけ旬の

野菜を利用するというような努力は、常にしてもらっているというところでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

次に、産直と青果店の連携の仕組みづくりということで。 

今、学校給食の食材を、キュウリとかトマトですかね。ちょっとよくわからないんですけど、

意外と地元の農家から直接買うというですかね、そんなのがこう大分増えているという話で、

青果店さんの出番がどんどん減っているということで、私がちょっと産直の人に聞いたら、い

や私たちは別に青果店を通しても全然構わないんですよ、というようなことを言われてるんで

すけども。 

結局そこに間に入って、こうつなぐ人がおらんから、ちょっとそういうような格好になるの

かなと思いますけども、この辺についてどうお考えかお聞きします。 

○議長（杉原豊喜君） 

浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

先ほどの質問と、ちょっとずれるところがあろうかと思うんですが、できるだけ安くしてい

かなければいけない。そしてできるだけ地場産物も利用したい。 

ただ、青果店の方もこれまで非常に御努力いただいておりますので、御協力もいただいてお

りますので、そこのところで調整をしてもらっているというところでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

ちょっとまた複雑なようですので、また今度ちょっと研究してからやりたいと思います。 

次、職員さんの賃金アップがですね、ちょっと安いじゃないかなと。チラシに出ているのを

見れば、江北町、学校給食 700 円とかぼーんとか書いてありますよね、ですね。 

それで今回、武雄市は今度の春に委託先がたくさん更新になったもんで、あ、委託先が更新

やなくて委託を更新したということで、新しい委託先に賃金のその分を見て、入札単価ちゅう

ですかね、上げてあると。 

しかしその分が直接上がらずに、ほかのところとプールして上げているっちゅうわけですよ



 

ね。 

そしたら結局、同じ業者が何個か取っていればプールしてっちゅうことはあれですけども、

入札はいつどうなるかわからんもんで、そのプールというやり方で賃金を上げていくっちゅう

ことはですよ、本当にこう確実に上がっていくのかなと。管理して上げられるのかなっちゅう

ふうに思いますけども、その辺についてお聞きします。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 

本年ですね、入札を行ったところにつきましては、概してですね、契約額は上がっていると。

これは労務費を中心にですね、改訂を行っていただきたいというふうなことでお願いをしてい

ったわけですけれども。単価につきましては、上げていただいているということでございます。 

ほかとの、業者の方につきましては学校給食だけじゃなくてですね、例えば病院の給食であ

るとか、そういったものをされているところもございましょう。そういったところの改定につ

きましては業者がですね、企業努力でされているというふうに思いますので、この分と直接的

な関係はですね、薄いんじゃないかというふうに考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

それは、いや私のあれはですね、給食、例えば１つの、Ａの小学校を受けると。そしたらＢ

Ｃのところも上げんとバランスが悪いので、ＢＣを上げてるっていうことに思ったんですけど

も。今の答えは、ほかの病院とか何とか、そういうのとも関係して上げているような話なんで

すかね。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長（発言する者あり） 

○古賀教育部長〔登壇〕 

業者の方についてはですね、武雄市内の小中学校の給食業務だけをされているわけじゃなく

て、ほかの業務もされているというところもあるわけですね。 

ですから、業者についてそういった労務費を、どういうふうに全体の額の中から配分をされ

るかということにつきましては、業者がそれぞれ自己判断をされているというふうに考えてお

るわけでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

わかりました。そういうことでまた、それがいいのかどうか、また研究して質問したいと思

います。 

次、２学期制と土曜日開校等のことです。 

私は最初２学期制を始めるとき、どっちかっていえば、先頭に立って２学期制にしましょう

と言ってきました。（発言する者あり）それは時数を増やさんといかんっちゅうことだからです



 

ね。 

そしたら、そういうことかなというふうに思っていたんですけども、私が、しばらくしてか

ら、白石のほうは夏休みを狭めてですね、ずっとしていると。そしたら、そういうことできる

んだったらわざわざ今までの伝統を崩してですね、やる必要なかったかなというようなことで

ちょっと考えが変わって、今廃止のほうを言っているんですけども、教育委員会はどのように

評価しているのかお聞きします。 

○議長（杉原豊喜君） 

浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

２学期制については長年やっておりますので、成果、課題等も見えております。 

土曜日等の開校については今年度やっておりますので、まだちょっとその評価をするには、

ちょっと早いように思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

なんか、早いというか。早いなりにも、あれはあるかなと。速報値というですかね……（笑

い声）そういうのもあるかなと思います。 

それと教育。２学期制については成果や課題等言ってほしかったんですけども、世に言われ

る、根底には授業時間数の確保。両方とも時間数を確保するということがあったと思うわけで

すよね。 

それでよく言われる、２学期制は夏休みの学習モチベーションが低下すると。１、２学期の

ところが、１週間休みがあるんですけど、行事が立て込んでるから切り替えがつかんと。いつ

も言われるところですよね、全国的に。 

それで土曜日開校等については、ようやく地域行事というのが土曜日に入ってきて、社会体

育と競合すると。だから部活の試合のやつは、ばーっと途中から戻ってきて参加するっちゅう

ことも私も見かけております。それとか、あるときなんかはタイムカプセルに入れる文章は、

ちょっと試合に行って書けなかったっちゅう子どももおったりですね、そういうことも見てき

ておるわけですよ。 

だから私は、ほとんどの学校と同じ日本の四季にあった３学期制に戻し、テスト範囲を短く

して頑張りやすくすると。土曜日を中心としたバッティングしやすい開校をやめ、夏休み等の

平日を利用した授業時間数の確保と。サマースクール制に変更したほうがいいと思いますけど

も、教育長はどう思われますか。（発言する者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

土曜日の開校につきましては、文科省も全国的にその可能性を探っているところであります

ので、今後もですね、土曜日等の開校については考えていきたいというふうに思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 



 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

土曜日を模索すると。それは文科省がやってるからって。上の方法を見てですよ、そこまで

せんといかんですかね。 

○議長（杉原豊喜君） 

浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

そういうことではなくてですね、年間通して 10 日ほどの開校をやっているのは武雄市ぐらい

なものなんですね。当然夏休み等も含めてです。 

そういうことですから、これはとっぴなことをやっているっちゅうわけではなくて、全国的

に、土曜日も何かこう学ぶ場として確保してほしいというのは全国的な動きと、そういう意味

で言ったことでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

わかりました。 

次に、市施設の改築についてです。競輪場の改築、文化スポーツ関係です。 

まずは競輪場です。競輪場のほうも続けていくならば、耐震・コンパクト化・デジタル化・

省エネ化に対応した改築が急がれると。前回の答弁ではですね、議論が必要ということだった

んですけれども、その後議論はどういうふうに進んでいますか。 

○議長（杉原豊喜君） 

溝上営業部長 

○溝上営業部長〔登壇〕 

現在、まだその議論中です。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

議論中。できるだけですね、はや――私以前ですね、別府だったですかね。武雄よりぼろだ

なとずっと思っとったとですよ。（「失礼やね、それ失礼やね」と呼ぶ者あり）最近聞いたら、

なんか古いかなというふうに思っていたんですけども、今はもうきれいになっとると。１回行

って全然違いますというようなことで、ちょっと行ったことはないんですけども。（発言する者

あり）（笑い声）そういうような格好でしているところもあると。 

実際このテレビなんかもですよ、ここにずっとレース、何番なんてこう書いてあるんですけ

ども、ここになんか影みたいなぼやっていうのが入ってですよ、何番が誰なのかもわからんよ

うな格好にもなっているとですよね。そしてこれは別に地震でも来てもないのに、ひび割れた

りとかですね。 

だから、できるだけ早く結論を出してですね。コンパクトにすれば取り戻す可能性もあると

思うんですよね、いろいろ経費あれしてですね。だから、今７億ぐらいあるから、あと３億か



 

４億、５億くらい借りてですよ、そして今１億儲けているから 5,000 万ずつ返していけばです

よ、できんことじゃないかなというに思いますけどね。 

次に、この文化体育館の件です。 

２つ一緒にするということで、きのうは、大ホールのほうを子どもの図書館的なものにする

とかなんとか言われたんですけども。 

この間、アセットマネジメントをするという感じで言われたんですけども、それはちょっと

どこまで含めてどうなのかよくわからないんですけども、この庁舎と同じで、移転場所とかそ

ういうのがある程度わかれば、逆にどういうのができるのかなちゅうのもわかると思うんです

けども、なんかもう１つ、この間と進んだ情報があったらお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

進んだ情報はございません。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

できるだけアセットマネジメントですかね、をつくるということでありますので、つくって

もらって……（発言する者あり）そがんですね、市長が言ったのをそのまま言っとかんとこう、

また怒られるかなと思いまして。それで…… 

〔樋渡市長「何ば。何も言うとらんやろうもん。何ば言うた。」〕 

○議長（杉原豊喜君） 

静かに。 

○７番（宮本栄八君）（続） 

マネジメントを、アセットマネジメントをつくると…… 

〔樋渡市長「何も言うとらんじゃなかですか、いつ言うたですか」〕 

○議長（杉原豊喜君） 

静かに、市長。市長、静かに。（笑い声） 

○７番（宮本栄八君）（続） 

職員に聞いてください。（「やじはやめてください」と呼ぶ者あり）職員が、そがんいうふう

に言うたって言ってたもんで。そういうことで……（発言する者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

静かに、静かに。 

○７番（宮本栄八君）（続） 

ちょっと待って。この間の答弁で市長はどがん言ったんですかっちゅったら、アセットマネ

ジメントをつくってからって言いましたって。 

〔樋渡市長「言うてませんよ。」〕 

それはちょっと…… 

〔樋渡市長「何がちょっとですか。〕 



 

間違いかもわかりませんので。私は間違ってませんけども。 

そういうことでですね、つくり方も嬉野の場合には、結局文化体育館ですけども、アリーナ

じゃなくて、あ、アリーナですけども、一緒になって椅子が出てくるやつじゃなくて、こう２

つに分かれているとですよね。そしたら結局、体育の行事と文化の行事と一緒になればもう、

その倍の駐車場がちょっといるような格好になるわけですよね。（発言する者あり）（笑い声）

だからそういう面でも、なんていうんですかね、考え方によってまた、こう大きく取り方が違

うというんですかね。そういうふうになるのかなって思いますので、早めによろしくお願いし

ます。（発言する者あり） 

それで次に、文化・スポーツ関係です。 

それで、ここはどうかな、ここはどうかなとほかの施設をずっと見ていったときに、耐震基

準前のやつっていうのを、その後にできたやつは、とりあえずいいと思うんですけども。前の

やつを、ちょっとこう考えんといかんなと。前のやつが北方スポーツセンターと、北方の西体

育館と、山内スポーツセンターになるのかなと。それで耐震を調べるということもありますし、

もう調べないでつくり直すということも、競輪場もそういうことになるのかもしれませんけれ

ども、方法があると。 

そこでこの北方の西体育館、北方スポーツセンター、それと山内のスポーツセンターについ

て、どういうふうにお考えかお聞きします。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 

計画・策定の作業を、今いたしております。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

よろしくお願いします。（「発言する者あり） 

次にですね、３番目まちづくりについてです。 

○議長（杉原豊喜君） 

静かに。 

○７番（宮本栄八君）（続） 

次に、まちづくりについて。１は都市開発、公園整備、駅周辺整備です。 

まずは、都市開発のほうは前回も言いましたけども、東部開発です。 

ここに書いてあるのは、この間の東部開発をどう進めていきますかって聞いたら民間主導で

進めてる。それはわかっているんですよね。その開発手法は。ただ……（発言する者あり）市

のほうが、どう促進していくかということです。 

これは武雄市国土利用計画構想図で、今度東部開発をしますよと。40ヘクタールぐらいです

ね。それで、ここにまず書いてあるのは、新たな市街地の形成に努めますというのは、市がす

るとですよね。「武雄東部地区において交通の拠点をいかし、人材育成機関、各種製造業、サー

ビス業などの集積した産業ゾーンとして土地利用を進め、新たな市街地の形成に努めます。」こ



 

れは市が努めるとですよね。そして整備手法は、原則として民間主導による開発工事方式とい

うことですよね。 

まず最初、この東部開発をしたときも、市があれですよね、農振除外とか国への申し出とか

して、結局ここのところを、大和系と五光系っていうことで、後で入ったんじゃないですかね。

五光系が先に進めてしたわけじゃないと思うわけですよ。そいで武雄市はここの間の道路だけ

を、それまでに整備するということだったと思うんですよね。ここのところですけども。 

それで次にここ、前の話によれば、ここが埋まらないと次にいけないっちゅうことで、ここ

をまず埋めんといかんということで、一生懸命しよったって思うんですよね。それで埋まった

と。これが平成 17年の３月ぐらいだったんですかね。合併前にこう、そういうのが大体終わっ

ていたので、今度合併後にあんま話が出んやったのかなというふうに思うんですけども。 

それでこの辺も住宅ゾーンとかあって、私が期待していたのは、このロードサービスの大型

店が来ることじゃなくて、ここに住宅ゾーンがあって、この住宅によって、こう町が活性化す

るということが、私の一番この東部開発のお願いなんですよね。 

だからそのためにここを、市のほうが開発、ここの道路もこう大きくなりましたので、住宅

ゾーンのほうを、こうおし進めるようにできんだろうかという、開発手法の問題じゃなくて市

の方針の問題を聞いておりますので、もう１回お答え願います。 

○議長（杉原豊喜君） 

宮下つながる部長 

○宮下つながる部長〔登壇〕 

計画書の読み方の問題と思いますが。 

入口で計画を策定するという場合に、市が全て実施できる。要するに、市が事業の主催者と

して全てができるかということはあり得ませんので、手法としましては民間の事業者の誘導と

いう手法を取ります、ということをあえて明示した計画といたしております。計画書に書いて

あるとおりでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

だから、誘導してくださいということですよね。そいぎ、誘導をどういう誘導をするかとい

うのを尋ねているわけなんですよ。 

それで結局、私が住宅っていうのにこだわるのは、嬉野なんかでもこういう分譲地みたいな、

有料分譲地みたいなやつをつくって、ちょっと住む人を増やそうとしている。伊万里とか有田

に住もうとか、そういうのもありますよね。 

だからそういうふうにしていけば、大手ハウスメーカーがまず土地をおさえて、建築条件付

きというのが多いですけども、これに市が入って、いや地元の業者さんも建築条件なしでつく

れればですね、仕事の機会も増えるのかなというふうに思っておりますので、なんかそういう

ことも、東部はいかんというならばですよ、こういうことも考えられないかに関してお聞きし

ます。 

○議長（杉原豊喜君） 



 

宮下つながる部長 

○宮下つながる部長〔登壇〕 

誘導でありますから、民間の事業者がですね、開発計画を立案された場合については、開発

行為に協議をしていくという形を考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

東部は東部で置いとっていいんですけども、私が東部をなんで言うかというと、東部を住宅

街にするということだから言ってるだけで、こういうふうな定住促進みたいなこともしてほし

いっていうふうに、東部じゃなくてもしてほしいというふうに思っております。 

続いて、都市計画区域の開発で、北方山内で実施すべきではと。 

前回質問したときも、都市計画区域に山内の部分、北方の部分を入れたわけですよね。建築、

こういう点が変更になれば、建築確認申請が必要になりということで、これが結局今までかか

らんやったのが、建築確認申請に 20 万ぐらいかかるときもあるというようなことで、負担は増

えとうわけですよね。もう山内、北方の住民に増えとるわけですよ。 

それでメリットは何かっていえば、この辺はだんだん建坪率とか容積率で制限されてくるか

ら、隙間が空いたいい町になると、これは、自然発生的になるんですけども。１番は都市計画

事業、道路公園等の整備が導入できますという、ここが最大のメリットになると思うわけです

よ。 

しかし、範囲はしたけど事業は特に考えてないと、こう言われたからですよ。いや、それじ

ゃやっぱり、そしたらもう前みたいに外しとったほうがいいんじゃないかなっちゅうふうな感

じになりますけれども、事業はやっぱり取り組まないんですかね。 

○議長（杉原豊喜君） 

森まちづくり部長 

○森まちづくり部長〔登壇〕 

都市計画区域になったからといって、すぐ事業を実施するものではありませんで。建築確認

が、先ほど議員さんもおっしゃられましたように必要となりまして、耐震設計や接道すること

で、安全・安心なまちづくりをつくるというふうなことになっていきます。 

区画整理等の基盤整備を今の段階で実施することは早計と考えておりまして、用途地域や都

市計画区域、都市計画道路の指定も同様と考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

そしたらなんですかね、ちょっと制限かけてきれいになるのを待つというような格好でです

よ、あんまり住民からすれば、やっぱ街路事業、県道でもこの街路事業がされたりするですよ

ね、武雄の町内でもあって。そいぎ山内とか県道とか、たくさんあるわけですよね。そいぎ、

それば街路事業にひっくるめて、こうグレードアップするとかですね。そういうのもできるん

じゃないかな。市ばかりでなくてもですね、そういうふうに思うんですけども。ほとんど踊瀬



 

のほうから宮野まで、ほとんど入ってるですもんね。だから、結局ここに書いてあるけど、敷

地の 60％の容積率は 200％って大したこう、敷地の６割にしか建てられないと、こうなるわけ

ですよね。 

だから、なんかやっぱりメリットがないといかんなというところでちょっと思うんですけど

も、特に今考えてないっちゅうことですけど、また考えてもらえるかもわかりませんので。 

ただ、１つ思うのはですね、北方のこの中央線の北側ですかね。農振地域の農用地を今度、

除外しているわけですよね。除外しているちゅうことは、なんとかするっていうことですよね。

だから、除外しとるからなんかをしますて、農林サイドではそういうふうな格好になっとると。

でも都市計画サイドでは、何も特にないと。それはもったいない。 

せっかく農用地の見直しをしてですよ、農振地の農用地を外しておるならばですよ、そこを

何かするように、北方中央線だけの除外分の開発は必要では、というのが１点です。 

もう１点はですね、このインター工業団地の件です。 

インター工業団地も、この 60の 200 に入っているわけですよね。そしてここの西杵地区だけ

は、今はもう昔の炭鉱の関係か、地区が密集しているからですよ、ちょっと軽減しているわけ

ですよね。ここ、丸くですね。だから工業団地もですね、今流通が来ていますよね。流通とい

うとは、もう倉庫を大きくつくらんといかんわけですよ、はっきり言えば。こうですね。そい

ぎ、今それなのに住宅地並みの 60 の 200 しかないとですよね。大体、商業っちゅうのは 80 の

400 ですかね。そんくらいぐらいないと、大きな倉庫というんですかね、できないんじゃない

かなと。 

だからせんっていうのはぼちぼちしていいでしょうけども、この工業団地を早く外してです

ね、工業団地に入居する人に、いやー建坪率の６割も土地の、４割の土地代はもう遊んでしま

うっていうこともあるわけですよね。ショッピングセンターなら駐車場ばいっぱいつくらんば

いかんですけども、流通はどんどん行ったり来たりするだけだからですよ。 

だからこの工業団地だけでも、さっきの北方の中央線のところで何かばせんばいかんじゃな

かかということと、インターの工業団地の付近は、白地に外せばですよ、どこでん、いくらで

ん使えるわけですよね。だから、そこばいくらでん使えるのがいかんならば、商業地並みの 80

の 400 ですかね。そんな格好に変えたほうが、工業団地に入る人もいいのではないかと思いま

すけども。 

○議長（杉原豊喜君） 

森まちづくり部長 

○森まちづくり部長〔登壇〕 

北方インター工業団地につきましては、周辺環境と調和した工場団地ということで、工業団

地のみ区域から外すことは考えておりません。 

〔7番「中央線、中央線も考えとらんということ」〕 

北方中央線の農振除外の外したことですけれども、民間事業を誘導してあそこを開発すると

いうふうなことで、見直しを行っているところであります。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 



 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

一応ですねもし、なんですかね、こう工業団地に接触した人が、もうちょっとこう、建てら

れんぎ、採算の合わんと、コスト計算が合わん、というふうになったときにはですよ、速やか

にこう変更するちゅうんですかね。そんなことに動いてもらわんと、何かもう工業団地みたい

に来たけど住宅地の網がかぶっているじゃですよ、なんかあんまよくないような感じがします。

よろしくお願いします。 

それで、次に公園の整備です。 

公園もですね以前、いろんな所管があるので一元化したらどうだろかということで、そうい

う話もあってたんですけども、結局一元化できないと。すると、個々に言ってくしかないと。

そいぎ、個々に言ってけばどういうのから言ってくかっちゅうと、優先順位の高いほうから言

ってくしかないかなというような感じでとらえてるんですけども。 

今回はちょっと公園整備の中の、まちなか広場の件です。それと北方スポーツ公園の件です。 

今まちなか広場っていうのは、議員の臨時駐車場とかしか、ちょっと使われてないように思

うんですよね。普段は閉鎖されているように思うんですけども。 

ここも大体言えば、南国ビルをですよ、移動させて、まちの拠点地域というようなことで説

明を受けたと思うんですよね。だからそれ相当のものになるっていうふうに思っていたわけで

すよ。 

そしてこれは多分、駅の南側の土地を買ったり何か売ったりしてから変えたのも関係してた

んじゃないかっちゅうふうに思うんですけども。だからここをもう少し、こうなんか利用でき

るようにせんといかんだろうかということと。 

もう１つは、北方スポーツ公園で、ここの花壇はですね、お母さんの花壇っちゅうて、婦人

会の人がもう綿密にこう、きれいに花を植えてあるんですよ。一方その後ろに行くと、もうな

んかこう、壊したほうが安全じゃないだろうかというような感じになっているんですよね。 

だからこう撤去した、塗りかえてもいいのかどうかわかりませんけども、この辺もうちょっ

と手を入れたほうがいいんじゃないかなっちゅうに思いまして。 

山内の中央公園のちびっこ広場も、こう言っていたんですけども、なんか職員さんがペンキ

を買ってきて塗ったっちゅうことで、ちょっと表面上はきれいになっているっちゅうな格好で

すので、次はこっちかなということで質問しております。（発言する者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

森まちづくり部長 

○森まちづくり部長〔登壇〕 

まちなか広場につきましては、多目的に利用できる広場として整備を完了しているところで

あります。（発言する者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 

北方のスポーツセンターですけれども、適切な管理を行っていきたいというふうに考えます。

（笑い声） 



 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

適切って言えばどういうふうになるんですかね。（発言する者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 

１番大事なのは安全面に配慮するということではないか、というふうに考えております。（発

言する者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

これは表面だけかどうかわかりませけど、結構クラックが入ってますよね。だから一応そこ

を調べてですよ、その安全と思わればあれですけど、ちょっと近寄りたくないような感じもす

るんですよね。今こうちょっと写真だから明るく見えますけども、冬、こう行けばなんかちょ

っと、こう。だから子どももどっちかといえば向こう側に、なんですか、ブランコがあるほう

で、こっちあんまり近づいてないですもんね。ですんで、よろしくお願いします。 

次に駅周辺整備の件です。南口の整備と北口道路、かくかく道路の整備と、区画整理地区の

土地の売価です。 

まず南口の整備です。前回ですね、前回南口のこの図というですかね、これを出しまして、

いろいろこう私から言うべきところがあるかなというのもあって、タクシーが２台しかおらん

とかですね、そういうの。こっちにはあるんですけども。だから総合的に見直してもらえんや

ろかと言ったけど、総合的に見直す気はないっちゅうことですので、そしたら個別にどうなる

のか聞いていこうかなっちゅうのが、今回の趣旨です。 

そいで、まずは駐輪場の件です。 

私が以前ですね、以前って一番最初の頃ですよ。大体の高架下利用の割り振りを決めたとき

に、小楠の区長さんが消防小屋が欲しいということで、ここに入れてあと残りをちょっとここ

の川端のほうに持ってきて整備するというような感じで、その市の持ち分というんですかね。

それをここの観光協会のところもあれですけども、していたと。それはちょっといいです。そ

れでそのときに駐輪場が言われたのが、この今開通していない、ここのところにつくるっちゅ

う話だったですよね。ここのガードというですか。高架下利用の一部ですよ。高架下利用の一

部でつくるっていうことになっとったわけですよね。そしたら、あぁ北から来る人も距離は一

緒ね、と。そいぎどっちも文句はないね、ちゅうような感じになっとったと思うわけですよね。 

そしたら今は、実際はこれがですね、上、この辺にあるんですよね、駐輪場が。そしたら、

南の人はずーっと上がっていかんといかんごとになると思うわけですよ。 

そやけん一番前の話、東島さんたちのときですかね、部長さんのときですかね、こがんふう

に言いよんさったけん、そのときは納得しとったわけですよ。 

それで、今度はこうして、ちょっとここに大体駐輪場があるべき、その前の図ではあるべき



 

なのに、ちょっとなくなっとると。だから駐輪場がないということを言っているわけですよね。 

そしたら、今度いろいろ聞いてたら、いや駐輪場ありますよっちゅうわけですよ。どこにあ

るかって、ここに前のやつがありますよっちゅうわけですよね。この肌色っていうんですかね、

ピンクはこう改造するので、肌色はちょっと民間が、民間っちゅうか区画外のごた形になって

て、ここは清本跡地だし、ここもなんかほかの人に分譲したりもいいと。ここの警察署も道が

こっちになくなるので、どうしんさあか、それは警察で決めんさあことと。駐輪場はあります

よって。そいぎ、駐輪場はありますよって、今のままの駐輪場なのかなと。 

その辺について、どう考えているのかお聞きします。 

○議長（杉原豊喜君） 

森まちづくり部長 

○森まちづくり部長〔登壇〕 

駐輪場につきましては、南口広場の計画区域外に今の駐車場をそのまま利用することにして

おります。 

南口広場の駐車場につきましては、今 102 台の駐輪ができますし、駅東側の高架下に 181 台

の駐輪ができるスペースを確保しております。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

そしたら整備区域に入れてですよ、このまち交のお金ですかね、街路事業のお金ですかね。

それでもうしたほうがいいとやないですかね。その地区外にせんでですねっていうふうに思い

ます。向こうも急に言われたと思うんですけども。まあそういうことで、よろしくお願いしま

す。 

それとあと一般駐車場ですね、ここは６×２＝12台ぐらいになると思うんですけども、この

穴んごたとこ入るとも、あんまりちょっと私は好きじゃないとですけども、台数的にもどうか

なって。これは高橋の駅のところですね。１、２、３、４、５、６ですね。ここにもいっちょ

あって、７台とまっとっときもあるんですけども。 

それから考えればですよ、新幹線が来てですよ、これで本当に足りるのかなというな感じも

思いますね。 

そいでいっちょ提案的には、この観光バスがずっととまっていることもあんまりないかなと。

だから観光バスを優先としながらも、空いとるときにはこの辺にとめられるようにできんかな

というふうに思うわけですよ。 

これもおかしいなと。このバスが出ていってこのバスが出ていくと、こっちで１台目のほう

に来るとですよ。そやけんそれも本当はおかしいとですけど、それはまた次の機会として。 

ここの観光バスのところを、観光バスを優先にしながらも、その駐車場のほうにしたほうが

よくないかなと思いますけども、お尋ねします。（発言する者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

森まちづくり部長（発言する者あり） 

静かに。 



 

○森まちづくり部長〔登壇〕 

南口の広場の整備計画につきましては、公安委員会や新幹線活用プロジェクト、あるいは建

設常任委員会等で議論をされて、決定されております。 

それで観光バスの駐車場について、その分に一般の一時的な駐車場をということですけれど

も、そういうことをすると、交通安全の観点からできないというふうに考えております。 

一般車の一時駐車場につきましては 13 台を確保しておりまして、４台の昇降、合わせて 17

台が駐車できるというようなことになっています。 

それから、今現在駅の西側に、高架下に 102 台の駐車スペースがありまして、この分につき

ましては 20 分間無料というふうなことで、それを利用していただきます。また駅東側にも、今

106 台の駐車場が整備されておりまして、それを利用することによって十分足りるというふう

に思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

今から検討されるとなればですね、またちょっとこう言っていきたいと思います。（発言する

者あり）（笑い声） 

次、かくかく道路ですね。（発言する者あり）私――ちょっと静かにしといてください。 

○議長（杉原豊喜君） 

静かに。 

○７番（宮本栄八君）（続） 

かくかく道路の件ですけれども、私のあんまり一般質問についてですね、あんまりこう、人

からいろいろ聞かれることないんですが、やっぱりここの問題だけですね、急に、かくかく道

路、結局どがんなるとねのごた話やったわけですよね。 

それできのうの質問では――今の状況はこうなんです。 

きのうの山口さんの質問で、この先を 27 年からというふうに、こう言われたんですよね。そ

れはなんでかっちゅうと、27 年に区画整備が全部終わるというのが前提になっとうわけですよ。 

それで今こう見るとですよ、本当に区画整理 27 年に終わるのかなというふうに思うわけです

よね。絶対終わらんとやなかかなと。そやけん、こう 27 年に着工できんで、また 28、29 年ぐ

らいからになるのかなと。 

そういうふうになれば、私のちょっと私案ですけども、ここの道を計画変更してですよ、こ

うまっすぐ伸ばしたあがようなるかなというふうに思うんですよね。もういろいろ、せっつか

れるよりも、ここを伸ばすか、こっちのほうに道をつくるかですね――いうふうに思うんです

けども。これについてどうお考えでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

森まちづくり部長（発言する者あり） 

○森まちづくり部長〔登壇〕 

永松川良線の北のほうの工区につきましては、平成 27年着手を目標に今計画しているという

ふうなことで、御理解いただきたいと思います。（発言する者あり） 



 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

多分遅くなりますよね。まだちょっとこれについては、この辺の区画整理の範囲から、また

言いたいと思います。 

それでですね、次の質問は、この区画のちょっとどの辺にあたるのかわからんですけども、

減歩されますよね。減歩されて、土地をちょっと、減歩されたものを割りまして買うと。それ

がちょっと 20万と言われたからですよ、はぁって。今頃、その清本跡地でも 20 万きっとおし。

もう 20 万っていうたら、この本線上ならわかるけど、この奥に入ったとこの 20 万もするとか

なあと。もうちょっとそう、下げるごたあ、こう算段ができんとかな。そしてこれも、まだい

つ先ができるかもわからんと。こう、できたらまた価値上がると思うんですけども。 

そこで、20 万をもうちょっと下げることはできんだろうかなというふうに思いますけども、

どうでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

森まちづくり部長 

○森まちづくり部長〔登壇〕 

当該地を批准しながらですね、路線価格あるいは売買事例などから算出しておりまして、そ

れを下げるというようなことは考えておりません。統一した単価にするっちゅうことも考えて

おりません。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

売買事例はもう、今 20万はないとかなあっというふうに思いますけどもね、はい。 

上下水道についてです。水道料金の値下げをっちゅうことです。県内１位から脱却。 

１、２年前やったとですかね。私が、多久は１番武雄は２番だけども、実質的に西部広域に

後から入っとって、以前は入る前より安かったと。入ったらペナルティーみたいな料金という

ですかね。前の分を一遍に払わんといかんっちゅうことで、多久が１位だったと。それで、ず

っと多久が１位だと思ってたんですよ。そしたら聞いたら、いや多久が１位じゃなかよって。

もう武雄が１位になっとるよ、っていうことでですよ。じゃあ多久市が今年度値下げで、武雄

市が実質的にも名目的にも県内１位に、こう落ちとるわけですよね。 

それで……（発言する者あり）実際どうなんやって、黒字出しようわけですよ。黒字はどが

んしようかといえば、減債積立金に入れよる訳ですよね。でも何で黒字になったかっちゅうぎ、

旧武雄市時代とか北方町の、まああった高料金対策ちゅうてから、国が高いところにお安くし

なさいっちゅうて、こう出しとったやつであったわけですよね。 

武雄の場合は特に、西部広域水道がフルでつくるということで、もっと上がるばいというこ

とで、ちょっと持っとったと。そいぎ、そがんまで水ばもうつくらんでよかっていうことで８

割ぐらいに減ったと。それからそれを利用せんでよかごとなった。それで十何億持っとった。

それをあるときは、何ですかね、渕ノ尾浄水場の建てかえに使うとか、そういう話もあったで



 

すよね。今はそれを高利率の借金に入れたと。その分で黒字になっとるっちゅうわけですよね。

ある意味、料金を下げるためのお金を入れこんだために黒字になっとるわけですよ。 

だからその分でも、その減債っていうか減価償却費はずっと取っているわけだからですよ。

その分で払えるわけなんですよね、基本的にはですね。だからそのでこぼこの減債を、こう繰

り出すためというのであるならばですね、まずはその料金値下げにしていっていいんじゃない

だろうかと。 

ホームページとかちょっと見てたらですね、以前のやつが、やっぱホームページ古いやつが

残っとって、夕張市が１位で多久が２位になっとったですね。その表で言えば、武雄市が６位

だったとですけども。夕張市の次の多久が、結局もっとずっと下にさがってきとうわけですよ

ね。だから武雄市ももうちょっと下げていいんじゃないかなと思いますけども、どうでしょう

か。 

○議長（杉原豊喜君） 

筒井上下水道部長 

○筒井上下水道部長〔登壇〕 

今、料金比較の話が出ておりますけど、県内には町もございますので、町も含めてしていた

だきたいな、というふうに思います。 

それから料金の比較につきましては、一般的には 10 トン、20 トンで比較が出されておりま

す。そういう中で、武雄市で全給水戸数の約 40％を占めます 10 トン以下の単価につきまして

は、県内で中位のクラスでの料金でございます。また５トン以下につきましては、県内で一番

安いということで、高齢者世帯等に配慮した料金設定をしているとこでございます。 

それから、お尋ねの料金引き下げにつきましては、今お話しする材料がございません。議論

中でございます。以上でございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

県内、市って書かんばいかんですね。あと町が２つあります。 

でも水道のランキングをとってあるやつを見ればですよ、大都市の部分、中都市の分、小都

市の分ってゆうて、規模に応じて順位を決めてあるんですよね、はっきり言って。だからそれ

は、低か規模の小っちゃか人口のところと比べると、それは普通にしとったって勝つわけであ

って。それであってもですよ、それであっても安いほうではないですよね、はっきり言って、

はい。（発言する者あり） 

それと確かに５トン未満は少なくて、高齢者とかワンルーム住まいの人はですね、安いと思

いますけども、子育て世代の 20 トン。でも、本当言えば 20 トンは平均されていてですね、子

育て世代は 23 とか 25 とか使うんですよね。超過料金も高いんですよ、はっきり言えば。300

円とかですね。それから 20 トンで負けているけど、あと子育てで何トンか増えると、もっとこ

う差がひどくなるというような格好になるわけですので、１つよろしくお願いします。 

次いで、武雄市の水道事業の将来像です。 

今の武雄市の水道は、渕の尾を建てかえんやったちゅうのもあって、一応若木の第二浄水場



 

と、渕の尾、そして山内、北方がこう連携して水を誘導するというような格好になって、効率

がものすごい上がってきていると思うわけですよね。 

そいで次、何をするかって言えば、水源の問題というよりも配管の問題なってくるわけで、

老朽管の更新みたいになるわけですよ。 

そういうふうになってくれば、もともと佐賀県の計画は西部と東部を分けて、東部水道事業

団というのは末端給水といって、普通の販売までしていますよね。でもこっちの西部広域水道

というのは、原水供給というてから、水をつくって消毒したやつを各水道事業者に送ってくる

ということで。 

そこで今、西部広域水道の大口利用者は武雄市と思うわけですよね。だから主導権を持って

いるというか、リーダーシップを発揮せんといかんと。 

そいで東部水道事業団のようにですよ、水道課的なものをなくすっていうですかね。完全に

はなくさないんですけどね、料金とかあるからですね。なくさないんですけども、県の計画の

東部と西部を分けて、水道の１本化するという方向に向かっていくのか。今、東部でも鳥栖は

独自にやっていると。それによって、自分で配管をきれいしていくか全体で配管をきれいにし

ていくかということもあると思うんですけども、その辺の考え方についてお聞きします。 

○議長（杉原豊喜君） 

筒井上下水道部長 

○筒井上下水道部長〔登壇〕 

西部広域水道との統合については、現段階の中では申し上げる状況にないということでござ

います。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

はっきりした答えがないっちゅうことは、検討してもらっているのかなというふうには思い

ますけども。（笑い声）はい、よろしくお願いします。 

次は下水道についてです。 

下水道料金の値下げをということで、県内１位からの脱却。これは町も含めてと思いますの

で、ここにこう書きこまなくていいのかなというふうに思います。それ書いとうですね。 

県内の人口の少ない町レベルよりも１番高く、全国 1,391 位内の 1,320 位いうことで、私も

こういうのをちょっと調べることができんと思ったんですけども、今もう簡単にですね、打ち

込めばもう最新のやつが出るって。だけん、やる人はやるんだなっちゅう感じでですね、なっ

ているんですけども、この辺も、なんですかね、値下げをできないかなというふうに思います

けども。 

私は、この間統一っていうことで、農排と公共下水道の統一っていうことであがったんです

けども、私は統一だったら農排にあわせてよかったんじゃないかなというふうに、私は思って

おります。 

そいで結局、今の段階は事業の途中段階だからですよ、維持費を全部取るっちゅうことは、

やっぱりできんわけですよね。それと前から言っていますように、し尿のほうは、取りようと



 

やと。取りようらんでしょということになるからですよ。 

あくまでも公共料金っていう把握の中で、そこの中で、その決めた中でどういう改革をして

いくかというふうにならんといかんかなと。 

料金も今は高いわ、改革もはっきりせんわごた感じになっとるので、この辺のまず料金を定

めて、それにどういうふうに近づいていけばなるのかとかですね。そしたらエリアマップの見

直しとか、いろいろこう出てくると思うんですけども、この料金についてのお考えをお聞きま

す。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

これ、いろんなその下水道の利用料金って、これ下げれば下げるほどね、これは望ましいっ

ていうのは、それは利用者からすればそうなんですけども。これは全国の自治体が間違ってい

ます、これ。どういうことかというと、ほとんどこれ赤字なんですね。どの自治体も、ほとん

どが。そのときに考えなきゃいけないのは、今一般会計から、それをどんどん繰り出している

わけですよ。 

そうなると、これは黒岩幸生議員とかが指摘されていますけども、本来その介護料金である

とかそういうものにね、充当すべきものかもしれないものを、どんどんどんどん下水道にいっ

てるっていうのが、多くの自治体の状況なんですね。 

といったときに考えなきゃいけないのは、これが例えばね、４万、５万だったら、これは高

いということになるかもしれませんけれども、これかなり、ごらんになってもわかるように二、

三百円とか四、五百円の世界なんですよ。これを考えた場合に、さまざまな施策をする中で下

げればいいっていう問題では、これはないと思っています。 

特に我々、これいろんな、旧町も議論して統一したばかりですので、基本的にこれを今見直

しすることは考えておりませんし、むしろこれ、ほかの自治体が今これどんどん値下げをして

るっていうことについては、僕は間違いだと思っています。 

一方で、これ例えば水道料金とか下水道料金とか、いろんな公共料金があります。それで市

民の暮らしやすさっていうのは、総合的に私たちのほうで勘案をしたいと思っていますし、こ

れについては次の市長選の公約で真意を問いたいと、このように考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

次の市長選で真意を問うときに、安い案が出るかもしれんっちゅうことですかね。（発言する

者あり）それを期待したいと思います。 

そしたらそういうことで、上水道のほうがですね、1,650 団体のうちに 1,455 位と。下水道

のほうが、さっき言った数字ですね。２つトータルすると、1,387 のこれよりも下がるという

ことでダブルパンチ状態っちゅうことですので。これだけ全国的に名前が知られてる市長さん

だからですよ、何かこう１つ考えて打開策を。（笑い声） 

〔市長「関係なかろうもん、何の関係があるとですか」〕 



 

はい、いやそれはもういろんな手法をとってですよ、いろいろあるでしょ。民間のを入れる

とかですね、そういうのもあると思いますのでよろしくお願いします。 

そして次は、下水道について、クリーンますの義務付け緩和で負担軽減っちゅうことで。 

最近よくこう会合のときにですね、奥さんが、もう１週間に１回クリーンますを掃除せんと

いかんと。なんか大変って言いよっと、仕事が増えてということでですよ。 

クリーンますっていうのは、流し台からその途中に分離ますを設けるわけですけども、農業

集落排水のとこは、そういうところも多いと思うとですよね。 

でも県の公共下水道で調べればですよ、クリーンますを一々、その１週間に１回会社の人が、

こうすることはないとですよね、はっきり言って。そういうことで他の自治体に聞いたけど、

そこまでは求めていないと。 

そいで、こっちの地元の人の言うには、クリーンますば、おかしな話、クリーンますばせん

ぎ処理しえんごとは、なんかぼろか機械やなくてよか機械ばつけたらって、こう言んさけん、

いやそういうとは関係なかですよって、こう言うとですけども。 

ほかのとこでなんもそれせんで、ちゃんと最後の、なんかな。河川に流すときにはちゃんと

一定の基準ば超えとうとやろもんと。超えとうって、低かやろうもんて。そやけんなんも処理

場で分解する範囲じゃなかとね、というようなことを、こう言われるわけですよね。 

実際、ほかの自治体でも、そのクリーンますを義務づけんでちょっと困っとうっちゅう話聞

かんし。なんか佐賀とかなんとかに、こう電話をして聞くけど、いや全然って、こういうこと

ですよね。全くそういうことは気にしてないという感じだったんですよね。 

だから仕事をわざわざ増やさんでもですよ、一番最初の時点で、今一番最初に出るところを

５ミリってしてあるとですよね。そやけんそこをメッシュぐらいの１ミリにしたほうがですよ、

もっといいんじゃないかなというふうに思いますけども。 

そのクリーンますの義務づけっていうのが、これ条例じゃなくてですね、規則みたいですも

んね。そいぎ規則の緩和は、もうちょっと努めねばならない、ぐらいにしてですよ、加入させ

んっていうところまでならんほうがですね、いいとやないかなと。 

矢筈とかなんとかの農排のほうはもう、その以前にしてあるからですよ。加入さるっけど、

今から加入する人は、そういうふうにせんと加入されんということになるからですよ。その辺

も不平等があるかなっちゅうふうに思いますけれども、その辺についてお聞きします。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

何をおっしゃっているか、ちょっとさっぱりわかりませんけれども、その前に、ちょっと今

私のところにメールが来たんですけれどね。 

先ほどの答弁の中で、先ほど民営化でもしてっていうことをおっしゃったということをおっ

しゃったんですけど、市長は民営化などで値下げができる財源づくりに頑張っていると。宮本

さんは反対者じゃないかと。 

論理矛盾だと思います。15 億円の赤字を抱えた市民病院を、あなたは全部、これ市民の負担

になりますと言ってデマをまき散らしました。（「そう、そう」と呼ぶ者あり）デマをまき散ら



 

しました。その結果リコールというね、本来なら私じゃなくて、これ議会に、議決する機関で

ある議会にしなきゃいけないのに、私に対するいじめもいただきました。 

子どもだけじゃなくて大人の世界にもいじめがとあるというのは、深く認識をしました。 

ですので、しかもそれ有名かどうかっていうの、僕は全然有名だと思っていませんけれど、

関係ないじゃないですか、そんな。だから、非常に失礼ですよ。 

そして、なんか民間の力を引っ張って、あなたいつも反対しているじゃないですか。だから

その時々に、つまみ食いのようなことを言うのはやめてほしいんですよ。しかも思いつきのよ

うにね、こっちが必死にこう頑張っているのを、あなたはことごとくデマを飛ばして否定をす

る。そういうことについても、それもやめてほしいと。（発言する者あり） 

ちょっと答弁させてください。 

〔７番「答弁じゃなかじゃなかですか。」〕 

答弁じゃないですか。 

○議長（杉原豊喜君） 

静かに。 

〔７番「自分の意見。意見発表」〕 

○樋渡市長（続） 

答弁です。 

ですのでそういうね、もう本当ね、期待はしてませんけれども――やっぱりね、我々とすれ

ばね、今まで例えば一生懸命こう頑張っているものに対してね、足らざる部分について、こう

改善すべきだということについてはね、それは我々は受け入れる筋はあるけれども、到底あな

たのような、つまみ食い、思いつきの質問に対してはね、それともう少しね、質問されるんで

あればここをこうすべきだという制度論まで踏み込んで質問してほしいと思いますね。そうし

ないとね、もう本当に一般質問の時間が、僕はもったいないと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

病院の 15億円っちゅうのはですよ、15 億円の赤字っちゅうか借り入れですよね。そしたら、

市長の言い方からすればですよ、3,000 万の家を建てとうと、ね。半分を今 20 年で返して 10

年返したって、ね。1,500 万円残っとうて。1,500 万円の赤字。赤字じゃないでしょ。それ資産

があるわけだから。 

〔樋渡市長「赤字って言うたやん」〕 

でしょ。は？ 

〔樋渡市長「赤字って言うたやんか。書いとうやんか、ちゃんと。」〕 

おいは、赤字じゃなかと言いよう訳でしょ。 

〔樋渡市長「赤字って。書いとうたい」〕（発言する者あり） 

赤字じゃなくて借り入れだって言いようわけですよ。 

○議長（杉原豊喜君） 

静かに。静かに。ちょっと静かに。もう議題外になっております。 



 

○７番（宮本栄八君）（続） 

はい。はい、はい、わかりました。（発言する者あり）そういうことですよ。 

○議長（杉原豊喜君） 

議題外になっております。一般質問を続けてください。 

○７番（宮本栄八君）（続） 

だから私は、15 億円赤字を改善したと言われるけど、15 億円借り入れであって、赤字じゃな

いわけですよ。 

〔樋渡市長「書いてあるよ」〕 

だから基金の、ほら…… 

〔樋渡市長「書いとうやんか」〕 

基金のあるじゃなかですか。 

〔樋渡市長「うそつけ」〕 

基金の足らんなら、基金が足りませんって。（発言する者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

宮本議員、宮本議員。 

○７番（宮本栄八君）（続） 

基金が足りませんっていうことはなかったでしょ。 

〔樋渡市長「書いとうやんか」〕 

○議長（杉原豊喜君） 

注意してますよ。 

○７番（宮本栄八君）（続） 

そういうことで―― 

○議長（杉原豊喜君） 

質問を、一般質問を続けて。（発言する者あり） 

○７番（宮本栄八君）（続） 

いや、市長が言われたけんでしょ。（発言する者あり）市長が言われたけんが。（発言する者あ

り） 

そいぎそういうことで、次にいきます。（発言する者あり） 

そして……（発言する者あり）そういう料金値下げのためにもですね、ある意味、公共下水道

の範囲を狭めたらいいわけですよね。料金を減らしていくためにはですね。（発言する者あり）

はい、はい、はい、はい。そいぎ民営化に反対じゃなくて、私はもうずっと、もとから、武雄

市からおられる人が、ごっと民営化ば言うね、っていうような感じで。 

〔樋渡市長「病院反対したやんか。うそばっか言うなって」〕 

○議長（杉原豊喜君） 

宮本議員、宮本議員（発言する者あり） 

○７番（宮本栄八君）（続） 

手続きの問題を言いよるだけですね。 

〔樋渡市長「うそばっか言うな」〕 



 

○議長（杉原豊喜君） 

ちょっと静かに。静かに、静かに。 

○７番（宮本栄八君）（続） 

手続きの問題を言いよるだけです。 

〔樋渡市長「うそつきやんか」〕 

○議長（杉原豊喜君） 

２人でこう、勝手にやりとりをしないように。 

○７番（宮本栄八君）（続） 

手続きがおかしかでしょって。 

〔樋渡市長「うそつきやんか」〕 

○議長（杉原豊喜君） 

宮本議員。 

○７番（宮本栄八君）（続） 

まあそういうことで―― 

○議長（杉原豊喜君） 

宮本議員、さっきのクリーンますの答弁はいいんですか。 

○７番（宮本栄八君）（続） 

はい。 

○議長（杉原豊喜君） 

クリーンますの、あなたは―― 

○７番（宮本栄八君）（続） 

はい。もう、あれ、クリーンます――いやいや、それが必要かよ、それが必要。（笑い声） 

○議長（杉原豊喜君） 

筒井上下水道部長（笑い声）（発言する者あり） 

静かに。（発言する者あり） 

○筒井上下水道部長〔登壇〕 

クリーンますでございますけど、台所から出る汚水の中には、油脂類が多く含まれるケース

がございます。そういうことで、そのまま排出をいたしますと、下水管路に油脂類が付着をい

たしまして管路が閉塞してしまうことが危惧されております。 

そういうことで武雄市におきましては、管路の清掃等にかかる維持管理のコスト削減のため

にもクリーンますが必要であるということで、規則で定めているところでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

でも、ほかの自治体では公共下水道は産廃でもあるので、油を取るのが目的だったら、また

別の項目に油をとる施設があるわけですよね。上のほうの流し台のほうはですよ、５ミリって

しとってですよ、その途中でせんでもよかじゃなかなと。 

もし、市がどうしてもしたかったらですよ、自分が、市が設置した公共ますにネットをつけ



 

たらどうですかね。そうしたら市が片づけに行けばよか。市の公共ますのほうは素通しなわけ

ですよ。市の公共ますで、そしたら入らんごと止めて、市が公共ますを掃除しに行けばいいん

じゃないですか。今の論理で言えばですね、ということです。 

それで次にですね、エリアマップの見直しというのが必要だろうということで、その見直し

はどうしますかということと、今の整備区域が 23、24、25、26、27 なので、早めに次の地区を

言わんと自分のとこに来るのか、来んとするならば、消費税前に浄化槽を自分でつくったほう

がいいのかとか判断がありますので、その辺について説明お願いします。 

○議長（杉原豊喜君） 

筒井上下水道部長 

○筒井上下水道部長〔登壇〕 

エリアの見直し、それから次期認可区域につきましては、住民の要望、費用対効果を踏まえ、

今後未整備地区の現況調査等を行いまして、できるだけ早く決定をしていきたいというふうに

考えております。以上でございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

７番宮本議員 

○７番（宮本栄八君）〔登壇〕 

以上で私の質問を終わります。ありがとうございました。 


